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は
じ
め
に

現
存
す
る
社
会
主
義
国
家
ベ
ト
ナ
ム
は
、
二
つ
の
大
き
な
戦
争
を

経
験
し
た
。
一
九
四
六
年
か
ら
五
四
年
ま
で
戦
わ
れ
た
独
立
戦
争
で

あ
る
第
一
次
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
と
、
六
〇
年
代
か
ら
七
五
年
ま
で
南

北
統
一
を
目
指
し
て
戦
わ
れ
た
第
二
次
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
で
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
国
内
で
は
、
前
者
を
抗
仏
抗
戦
、
後
者
を
抗
米
抗
戦
と
呼

ぶ
。
こ
れ
ら
二
つ
の
戦
争
の
記
憶
は
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
社
会

主
義
を
標
榜
す
る
党
を
中
心
と
し
た
国
家
支
配
体
制
を
正
当
化
す
る

た
め
の
、
重
要
な
文
化
資
源
で
あ
り
続
け
た
。
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て

は
、
党
の
主
導
に
よ
り
輝
か
し
い
勝
利
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
す
る
公

式
的
な
戦
争
の
記
憶
が
絶
え
ず
生
産
さ
れ
、
喧
伝
さ
れ
て
き
た
。
一

方
で
、
戦
時
期
に
人
び
と
が
体
験
し
た
苦
難
や
犠
牲
を
め
ぐ
る
私
的

な
記
憶
等
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
記
憶
は
、
あ
く
ま
で
公
式
的
な
記

憶
を
脅
か
し
す
ぎ
な
い
限
り
に
お
い
て
の
み
、
社
会
に
お
け
る
表
明

を
許
さ
れ
て
き
た
観
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
党
の
指
導
の
拙
さ
を

正
面
か
ら
糾
弾
す
る
よ
う
な
記
憶
や
、
人
び
と
の
あ
い
だ
の
裏
切
り

や
内
紛
を
赤
裸
々
に
暴
露
す
る
記
憶
と
い
っ
た
、
公
式
的
な
記
憶
と

齟
齬
を
き
た
す
対カ

ウ
ン
タ
ー
・
メ
モ
リ
ー

抗
的
な
記
憶
は
、
社
会
的
に
ほ
と
ん
ど
表
面
化
し

え
な
い
で
き
た
と
も
い
え
る
。
と
は
い
え
、
今
井
昭
夫
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
今
日
少
し
ず
つ
、
公
式
的
な
記
憶
と
性
質
の
異
な
る
記
憶

が
民
間
レ
ベ
ル
で
表
出
す
る
、「
記
憶
の
社
会
化
」
が
進
み
つ
つ
あ

る
（
今
井 
二
〇
一
三
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
公
式
的
な
記
憶
は
、
人
び

と
が
好
む
か
好
ま
な
い
か
を
別
と
し
て
、
長
ら
く
強
い
影
響
力
を

も
っ
て
き
た
し
、
現
在
で
も
一
定
の
力
を
保
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ

特
集
１ 
紅
い
戦
争
の
記
憶

―
旧
ソ
連
・
中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
を
比
較
す
る

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
公オ

フ
ィ
シ
ャ
ル

式
的
な
戦
争
の
記
憶

―
―
記
念
碑
と
戦
争
展
示
を
め
ぐ
る
考
察

平
山
陽
洋
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え
、
そ
の
記
憶
の
形
態
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る

戦
争
の
記
憶
の
全
体
像
を
理
解
す
る
う
え
で
、
欠
か
せ
な
い
作
業
で

あ
る
。
そ
の
検
討
は
、
ま
た
、
公
式
的
な
記
憶
と
形
態
を
異
に
す
る

民
間
レ
ベ
ル
の
記
憶
の
、「
異
な
っ
た
形
態
」
に
込
め
ら
れ
た
オ
ル

タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
意
味
を
考
え
る
前
提
と
し
て
、
必
要
と
な
る
作
業
で

も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
公
式
的
な
記
憶
が
構
築

さ
れ
る
際
に
、
い
つ
、
い
か
な
る
方
法
や
意
匠
が
採
用
さ
れ
て
き
た

か
を
検
証
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
記
念
碑
と
い
う
、
社
会
空
間
の

一
角
を
物
理
的
に
占
有
す
る
公
共
建
築
物
と
、
戦
争
に
ま
つ
わ
る
遺

物
や
写
真
、
絵
画
や
彫
刻
等
を
博
物
館
等
で
展
示
す
る
文
化
政
策
に

つ
い
て
時
系
列
に
そ
っ
て
検
討
す
る
。
ま
た
、
そ
の
検
討
に
際
し
、

ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ
て
国
家
建
設
の
模
範
と
さ
れ
た
、
ソ
連
や
中
国
と

い
っ
た
社
会
主
義
諸
国
か
ら
の
同
時
代
的
な
文
化
的
影
響
の
如
何
に

つ
い
て
も
考
察
し
た
い
。

Ⅰ
烈
士
追
悼
碑
の
登
場
と
浸
透

―
―
一
九
五
〇
年
代
を
中
心
に

戦
争
に
ま
つ
わ
る
記
念
碑
の
う
ち
、
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
で
最
も
数

が
多
い
の
は
、
革
命
や
戦
争
の
殉
死
者
を
悼
む
烈
士
追
悼
碑
で
あ
ろ

う
。
烈
士
追
悼
碑
は
、
ベ
ト
ナ
ム
語
でĐ

ài Tưởng niệm
 Liệt sĩ

と

表
記
す
る
が
、
こ
れ
を
漢
字
に
変
換
す
る
と
「
台
想
念
烈
士
」
と
な

る
。
こ
の
追
悼
碑
は
、
ベ
ト
ナ
ム
各
地
に
お
い
て
、
烈
士
墓
地
の
区

画
内
や
、
都
市
、
町
、
村
の
公
共
空
間
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
意
匠
が
存
在
す
る
が
、
い
ず
れ
も
基
本
的
に
は
、
地
面
に
屹

立
す
る
オ
ベ
リ
ス
ク
型
で
あ
る
と
い
う
共
通
点
を
も
つ
。

こ
う
し
た
追
悼
碑
を
社
会
主
義
政
権
が
建
造
す
る
歴
史
は
、
一
九

五
〇
年
代
に
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
建
築
家
、
建
築
史
家
の
ド
ア

ン
・
ド
ゥ
ッ
ク
・
タ
イ
ン
に
よ
る
と
、
最
初
の
追
悼
碑
が
築
か
れ
た

の
は
、
抗
仏
抗
戦
期
の
政
権
疎
開
地
の
一
つ
で
あ
る
ト
ゥ
エ
ン
ク
ア

ン
省
チ
エ
ム
ホ
ア
県
で
五
一
年
に
開
催
さ
れ
た
、
第
二
回
党
全
国
大

会
会
場
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
碑
文
に
は
、「
共
産
主
義
と
祖
国
の

た
め
に
犠
牲
と
な
っ
た
同
志
を
忘
れ
な
い
」
と
あ
る
。
こ
の
と
き
の

追
悼
碑
は
、
し
か
し
、
オ
ベ
リ
ス
ク
型
で
は
な
く
、
石
碑
に
近
い
形

状
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
石
碑
は
、
遮
る
も
の
な
く
む
き
出
し
に

置
か
れ
た
の
で
は
な
く
、
藁
葺
き
屋
根
に
覆
わ
れ
た
、
前
方
が
三
間

に
区
切
ら
れ
た
空
間
の
内
側
に
丁
重
に
設
置
さ
れ
た
。
碑
の
前
に
は

香
炉
が
置
か
れ
て
い
る
（Đ

oàn Đ
ức Thành 2007

、
写
真
１
）。
石

碑
と
い
う
形
状
が
採
用
さ
れ
た
理
由
を
考
え
た
と
き
、
伝
統
的
な
墓

碑
等
を
通
し
て
こ
の
か
た
ち
に
馴
染
み
が
あ
っ
た
と
い
う
事
情
や
、

戦
争
中
ゆ
え
敵
軍
に
党
大
会
開
催
地
を
覚
ら
せ
な
い
低
さ
に
抑
え
る

必
要
性
が
あ
っ
た
事
情
、
等
に
思
い
い
た
る
。

一
方
、
空
間
に
そ
び
え
る
オ
ベ
リ
ス
ク
型
の
追
悼
碑
が
建
設
さ
れ

た
の
は
、
戦
争
終
結
後
で
あ
っ
た
。
設
置
場
所
は
、
ハ
ノ
イ
の
バ
ー

デ
ィ
ン
広
場
で
あ
る
。
バ
ー
デ
ィ
ン
広
場
と
は
、
か
つ
て
の
イ
ン
ド
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シ
ナ
総
督
府
の
眼
前
に
広
が
っ
た
空
間
で
あ
り
、
四
五
年
九
月
二
日

に
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
が
独
立
宣
言
を
読
み
上
げ
た
場
所
で
も
あ
る
。

つ
ま
り
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
そ
こ
は
、
政
治
的
な
支
配
と
権
威
の

中
心
を
象
徴
的
に
意
味
す
る
場
所
で
あ
っ
た
。
ド
ア
ン
は
、
ハ
ノ
イ

に
帰
還
し
た
政
権
が
、
そ
の
バ
ー
デ
ィ
ン
広
場
で
五
五
年
に
建
設
し

た
木
製
の
碑
が
、
オ
ベ
リ
ス
ク
型
の
追
悼
碑
の
最
初
で
あ
る
と
指
摘

す
る
（
写
真
２
）。
ド
ア
ン
に
よ
る
と
、
こ
の
追
悼
碑
の
特
徴
と
し

て
、
上
部
に
伝
統
的
な
家
屋
の
屋
根
を
表
す
「
民
族
的
な
」
意
匠
を

施
し
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、「
祖
国
は
功
績
を
忘
れ
な
い
」

と
い
う
言
葉
を
刻
む
と
い
う
、
今
日
ま
で
継
承
さ
れ
る
意
匠
も
、
こ

の
碑
に
始
ま
る
。
そ
し
て
、
こ
の
追
悼
碑
が
モ
デ
ル
と
な
り
、
以
後

各
地
で
同
様
の
碑
が
建
設
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
な
か
で
最
も
古
い

も
の
の
一
つ
が
ハ
ノ
イ
の
マ
イ
ジ
ッ
ク
烈
士
墓
地
に
現
存
す
る
碑

写真2　1955年にバーディン広場に設
置された追悼碑

（出所）Đoàn Đức Thành 2007: 35

写真1　1951年第2回党全国大会会場で設置された追
悼碑　（出所）Đoàn Đức Thành 2007: 35

写真3　マイジック烈士墓地の追悼碑
（2013年）
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で
、
こ
れ
は
バ
ー
デ
ィ
ン
広
場
に
設
置
さ
れ
た
碑
と
設
計
者
を
同
じ

に
し
、
意
匠
が
踏
襲
さ
れ
た
と
い
う
。
バ
ー
デ
ィ
ン
広
場
の
碑
が
別

の
も
の
に
代
わ
っ
た
現
在
、
烈
士
追
悼
碑
の
最
初
期
の
意
匠
を
伝
え

て
く
れ
る
の
が
、
こ
の
マ
イ
ジ
ッ
ク
に
置
か
れ
た
碑
で
あ
る
（
写
真

３
）。
た
だ
し
、
こ
の
碑
は
木
製
で
は
な
い＊

１
（Đ

oàn Đ
ức Thành 

2007

）。
し
か
し
、
バ
ー
デ
ィ
ン
広
場
の
追
悼
碑
が
設
置
さ
れ
る
に
あ
た

り
、
一
定
の
高
さ
の
オ
ベ
リ
ス
ク
型
が
採
用
さ
れ
た
理
由
は
定
か
で

な
い
。
設
計
者
で
あ
る
グ
エ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ニ
ン
が
、
植
民
地
期
の

ハ
ノ
イ
で
イ
ン
ド
シ
ナ
美
術
高
等
学
校
に
学
ん
だ
経
歴＊

２

に
着
目
し
、

彼
が
学
生
時
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
の
戦
没
者
追
悼
碑
の
知
識
を
得
て

お
り
、
そ
の
様
式
を
ベ
ト
ナ
ム
に
導
入
し
た
、
と
推
察
す
る
こ
と
も

可
能
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
記
念
碑
文
化
が
ソ
連
や

中
国
を
経
由
し
て
伝
わ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の

も
、
抗
仏
抗
戦
後
の
国
家
建
設
に
あ
た
り
、
ソ
連
と
中
国
の
両
国
の

多
岐
に
わ
た
る
指
導
、
つ
ま
り
、
政
治
や
経
済
だ
け
で
な
く
社
会
や

文
化
の
あ
り
方
も
含
め
た
指
導
が
大
き
な
影
響
を
与
え
た
た
め
で
あ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ベ
ト
ナ
ム
で
烈
士
追
悼
碑
は
五
〇
年
代
以
降

に
各
地
に
広
ま
り
、
人
び
と
に
と
っ
て
、
戦
争
に
よ
る
死
者
を
追
悼

す
る
馴
染
み
の
公
共
建
築
物
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
と
く
に
抗
米
抗

戦
終
結
以
降
に
は
、
抽
象
性
の
高
い
モ
ダ
ニ
ズ
ム
様
式
か
ら
、「
伝

統
」
を
強
調
す
る
様
式
、
人
物
像
を
伴
っ
た
様
式
ま
で
、
追
悼
碑
の

3　ロンアン省ロンホー県の追悼碑

2　ゲアン省クインリュー県の追悼碑

1　ソンラ省モックチャウ県の追悼碑

写真4　現在のベトナム各地の追悼碑
（出所）Doãn Đức 2012
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意
匠
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
く
（D

oãn Đ
ức 2012

、
写
真
４
）。
さ

ま
ざ
ま
な
意
匠
を
備
え
た
烈
士
追
悼
碑
の
建
造
は
、
ま
た
、
各
行
政

レ
ベ
ル
に
お
け
る
烈
士
墓
地
の
建
設
や
、
墓
地
で
催
す
烈
士
追
悼
儀

礼
の
創
出
と
い
っ
た
社
会
政
策
と
も
関
連
し
て
い
た
（M

alarney 

2001 ; 

マ
ラ
ー
ニ
ー 
二
〇
〇
八
）。
一
般
の
人
び
と
に
と
っ
て
の
身

近
な
者
た
ち
、
た
と
え
ば
家
族
や
親
戚
、
近
隣
住
民
と
い
っ
た
者
た

ち
の
、
革
命
と
戦
争
に
お
け
る
殉
死
を
悼
む
そ
れ
ら
社
会
政
策
が
複

合
的
に
実
施
さ
れ
る
な
か
で
、
追
悼
碑
が
人
び
と
に
馴
染
み
の
も
の

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅱ
戦
争
の
展
示
と
鑑
賞

―
―
一
九
五
〇
年
代
末
を
中
心
に

烈
士
追
悼
碑
の
建
設
が
始
ま
っ
て
か
ら
数
年
、
一
九
五
〇
年
代
末

に
な
る
と
、
新
た
な
文
化
政
策
と
し
て
、「
歴
史
遺
産
保
存
・
博
物

館
・
展
示
工
作
」
が
実
施
さ
れ
た
。
文
化
省
歴
史
遺
産
保
存
・
博
物

館
局
が
六
〇
年
か
ら
六
一
年
に
か
け
て
ま
と
め
た
と
推
定
さ
れ
る
資

料
に
よ
る
と
、「
歴
史
遺
産
保
存
・
博
物
館
・
展
示
工
作
」
は
、
抗

仏
抗
戦
に
関
す
る
遺
物
や
写
真
、
絵
画
や
彫
刻
を
展
示
し
、
人
び
と

に
集
団
的
に
鑑
賞
さ
せ
る
こ
と
を
大
き
な
目
的
の
一
つ
と
し
た
（V

ụ 

B
ảo tồn B

ảo tàng n.d.

）。
そ
こ
で
は
、
同
時
に
、
五
九
年
に
中
央
革

命
博
物
館
学
院
が
設
置
さ
れ
る
に
際
し
ソ
連
の
専
門
家
か
ら
の
支
援

が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
戦
争
展
示
の
文
化
政
策
が
実
現
さ
れ

る
う
え
で
、
ソ
連
の
影
響
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
資
料
に
よ
る
と
、
博
物
館
、
記
念
館
、
展
示
室
と
い
っ
た
常

設
の
公
共
施
設
に
お
け
る
展
示
に
加
え
て
、
期
間
を
定
め
た
展
示
会

も
各
地
で
催
さ
れ
た
。
展
示
会
に
は
、
小
規
模
の
展
示
物
で
各
地
を

巡
回
す
る
方
式
や
、
大
小
規
模
の
展
示
物
を
特
定
の
場
所
に
陳
列
す

る
方
式
が
あ
っ
た
。
六
〇
年
の
時
点
で
、
中
央
政
府
の
管
理
す
る
博

物
館
は
ハ
ノ
イ
に
三
館
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
一
館
あ
っ
た
。
ハ
ノ
イ
に

は
、
ま
た
、
市
が
管
理
す
る
記
念
館
が
三
カ
所
設
け
ら
れ
た
。
そ
の

他
、
省
や
村
で
い
く
つ
か
展
示
室
が
設
け
ら
れ
た
（
写
真
５
）。
こ

写真5　フート省スーニュー村の展示室
（出所）Trần Liên 1960: 34
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れ
ら
常
設
施
設
の
数
は
合
計
二
二
で
あ
り
、
六
〇
年
の
一
年
間
に
お

け
る
訪
問
者
総
数
は
延
べ
人
数
で
五
五
万
人
ほ
ど
だ
っ
た
。
一
方
の

展
示
会
は
、
す
べ
て
の
展
示
方
式
を
含
め
る
と
、
六
〇
年
だ
け
で
北

ベ
ト
ナ
ム
全
体
で
九
六
〇
八
回
催
さ
れ
、
延
べ
人
数
で
一
二
〇
〇
万

人
が
鑑
賞
に
訪
れ
た
。
鑑
賞
者
の
数
が
突
出
し
て
多
い
の
は
ハ
ノ

イ
、
ハ
イ
ズ
オ
ン
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
で
あ
り
、
ハ
ノ
イ
は
二
〇
〇
万

を
、
ハ
イ
ズ
オ
ン
と
ハ
イ
フ
ォ
ン
は
一
〇
〇
万
を
超
え
る
。
戦
争
後

に
フ
ラ
ン
ス
軍
の
撤
収
港
に
指
定
さ
れ
、
南
ベ
ト
ナ
ム
に
逃
れ
よ
う

と
す
る
人
び
と
が
集
ま
っ
た
ハ
イ
フ
ォ
ン
や
、
そ
の
ハ
イ
フ
ォ
ン
へ

の
ル
ー
ト
と
な
る
ハ
イ
ズ
オ
ン
、
長
ら
く
フ
ラ
ン
ス
の
支
配
下
に

あ
っ
た
ハ
ノ
イ
と
い
っ
た
土
地
で
は
、
住
民
を
教
化
す
る
た
め
に
、

公
式
的
な
戦
争
の
記
憶
を
浸
透
さ
せ
る
必
要
性
が
よ
り
強
く
認
識
さ

れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
五
〇
年
代
の
末
に
、
人
び
と
は
、
博
物
館
、
記

念
館
、
展
示
室
、
展
示
会
に
足
を
運
び
、
戦
争
展
示
を
直
接
観
賞
し

た
。
加
え
て
、
そ
れ
ら
展
示
の
内
容
を
間
接
的
に
「
観
賞
」
す
る
機

会
も
ま
た
、
人
び
と
に
提
供
さ
れ
た
。
展
示
内
容
を
写
真
付
き
で
紹

介
す
る
小
冊
子
が
、
五
〇
年
代
末
か
ら
六
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
複

数
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
六
〇
年
刊
行
の
写
真
集

『
軍
事
博
物
館
』
は
、
か
つ
て
の
フ
ラ
ン
ス
通
信
兵
の
駐
屯
地
兵
舎

を
接
収
し
て
五
九
年
一
二
月
に
ハ
ノ
イ
で
開
場
し
た
同
博
物
館
の
展

示
の
構
成
と
内
容
を
、
写
真
を
数
多
く
使
用
し
て
紹
介
し
て
お
り
、

抗
仏
抗
戦
中
の
大
き
な
戦
役
や
、
人
び
と
の
生
活
と
戦
い
を
分
か
り

1　博物館外観を写した写真集表紙
（出所）Viện Bảo tàng Quân đội 1960: front page

2　ディエンビエンフーの戦い（1954年）のジオラマ展示物の
写真　（出所）Viện Bảo tàng Quân đội 1960: 46

写真6　写真集『軍事博物館』（1960年）
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や
す
く
ま
と
め
て
い
る
（V

iện B
ảo tàng Q

uân đội 1960

、
写
真

６
）。
ま
た
、
や
は
り
住
民
教
化
の
政
治
戦
略
上
重
要
な
場
所
だ
っ

た
か
ら
か
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
お
け
る
博
物
館
の
小
冊
子
が
六
〇
年
に

刊
行
さ
れ
て
い
る
（B

ảo tàng H
ải Phòng 1960

）。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
規
模
の
戦
争
展
示
の

実
施
や
、
展
示
内
容
の
小
冊
子
に
よ
る
紹
介
と
並
行
し
て
、「
文
化

の
家
」
と
い
う
名
称
の
公
共
文
化
施
設
の
建
設
が
各
地
で
進
め
ら
れ

た
点
で
あ
る
（
写
真
７
）。「
文
化
の
家
」
に
集
っ
た
人
び
と
は
、
国

家
の
提
供
す
る
新
聞
や
雑
誌
に
目
を
通
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
会

話
を
重
ね
る
こ
と
で
、
国
民
と
し
て
の
共
同
性
の
意
識
を
育
ん
だ
ろ

う
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
戦
争
に
関
す
る
公
式
的
な
記
憶
を
共
有

し
て
い
っ
た
だ
ろ
う
。
博
物
館
展
示
を
紹
介
す
る
各
種
小
冊
子
も
、

そ
の
よ
う
な
場
で
回
覧
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
歴
史
は
さ
ら
に

繰
り
返
す
。
そ
う
し
た
意
識
共
有
の
場
と
し
て
の
「
文
化
の
家
」
の

建
設
が
、
抗
米
抗
戦
後
の
八
〇
年
代
に
あ
ら
た
め
て
、
統
一
さ
れ
た

南
ベ
ト
ナ
ム
の
各
地
を
含
め
全
国
的
に
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
る

（N
ăm

 1984: 28 ; N
hà V

ăn hóa 1985

）。
そ
し
て
、
戦
争
を
め
ぐ
る

博
物
館
展
示
の
文
化
政
策
に
ソ
連
の
影
響
を
読
み
取
れ
る
の
と
同
様

に
、「
文
化
の
家
」
に
お
け
る
集
団
的
な
意
識
共
有
と
い
う
文
化
実

践
に
も
、
社
会
主
義
諸
国
か
ら
の
影
響
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
五
〇
年
代
の
中
国
で
、
絵
物
語
を
描
い
た
連
環

画
と
呼
ば
れ
る
小
冊
子
が
、
貸
本
屋
と
い
う
場
を
介
し
て
人
び
と
の

あ
い
だ
で
回
し
読
み
さ
れ
て
い
た
（
中
野 

二
〇
〇
八
）。
こ
れ
な
ど

は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
「
文
化
の
家
」
に
お
け
る
実
践
と
の
同
時

代
的
な
連
関
を
感
じ
さ
せ
る
文
化
事
象
だ
ろ
う
。

Ⅲ
人
物
像
記
念
碑
と
景
観
の
変
容

１
戦
後
復
興
の
な
か
の
人
物
像
記
念
碑

―
―
一
九
八
〇
年
代
を
中
心
に

一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
従
来
の
烈
士
追
悼
碑
や
戦
争
展
示
と

異
な
る
か
た
ち
で
、
戦
争
の
記
憶
や
、
あ
る
い
は
植
民
地
期
の
闘
争

の
記
憶
を
、
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る
公
式
的
な
記
憶
の
形
態
が
広

が
り
を
見
せ
始
め
た
。
そ
の
形
態
と
は
、
人
物
像
記
念
碑
で
あ
る
。

写真7　サパの「文化の家」の写真を掲
載した雑誌『文化』1960年11月号表紙

（出所）Văn hóa 11（1960）, front page
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こ
こ
で
「
人
物
像
記
念
碑
」
と
記
し
た
が
、
こ
れ
は
ベ
ト
ナ
ム
語
の

Tượng đài

と
い
う
語
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。
こ
の
語
は
漢
字
で

は
「
像
台
」
と
な
る
。
こ
の
語
の
意
味
に
つ
い
て
明
確
な
定
義
は
な

い
が
、
広
義
で
は
オ
ベ
リ
ス
ク
型
の
記
念
碑
や
石
碑
を
含
ん
だ
記
念

碑
一
般
を
指
し
、
狭
義
で
は
、
人
物
を
模
し
た
彫
刻
と
、
建
築
を
組

み
合
わ
せ
た
記
念
碑
を
意
味
す
る
（Lê B

ình 1985 ; Lý Trực D
ũng 

2006

）。
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
こ
の
語
は
後
者
の
記
念
碑
を
指

す
場
合
が
多
い
印
象
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
「
人
物
像
記

念
碑
」
と
表
記
す
る
。

さ
て
、
こ
の
人
物
像
記
念
碑
を
扱
っ
た
記
事
が
、
八
〇
年
代
半
ば

に
、
新
聞
『
文
化
芸
術
』
の
誌
面
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
あ
る
記

事
で
は
、
公
共
空
間
を
占
め
る
最
新
の
記
念
碑
様
式
と
し
て
、
人
物

像
記
念
碑
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
こ
の
記
念
碑
に
馴
染
み

の
な
い
読
者
を
念
頭
に
、
彫
刻
に
用
い
ら
れ
る
レ
リ
ー
フ
等
の
基
本

技
術
に
つ
い
て
解
説
す
る
と
と
も
に
、
記
念
碑
を
眺
望
し
や
す
い
よ

う
周
囲
の
空
間
が
設
計
さ
れ
る
事
情
等
が
説
明
さ
れ
た
（Lê B

ình 

1985

）。
ま
た
、
北
部
か
ら
南
部
ま
で
の
各
地
に
お
け
る
、
戦
争
と

独
立
に
関
す
る
人
物
像
記
念
碑
の
建
設
を
伝
え
る
記
事
も
掲
載
さ
れ

た
（Trọng Đ

ông 1984 ; N
guyễn H

ùng 1985 ; N
guyễn Thụy B

ảo 

1985

）。
加
え
て
、
写
真
に
よ
る
人
物
像
記
念
碑
の
紹
介
も
多
い
（
写

真
８
）。
同
時
期
に
は
、
抗
仏
抗
戦
最
初
期
の
ハ
ノ
イ
攻
防
戦
を
記

念
す
る
人
物
像
が
ハ
ノ
イ
市
内
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
落
成
は

八
四
年
で
あ
っ
た
（
写
真
９
）。

八
〇
年
代
に
人
物
像
記
念
碑
の
建
設
が
推
進
さ
れ
た
背
景
と
し

て
、
抗
米
抗
戦
か
ら
の
戦
後
復
興
を
目
指
す
文
化
政
策
に
お
い
て
、

ソ
連
の
記
念
碑
文
化
を
「
新
し
い
文
化
」
の
一
つ
と
し
て
受
容
し
よ

う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る＊

３

。
そ
う
し
た
ソ
連
文

化
が
新
聞
『
文
化
芸
術
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
、

「
母
な
る
母
国
」
像
を
紹
介
す
る
記
事
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
ヴ
ォ

1　バクザン市に設置された烈
士ゴー・ザー・トゥ（1908-35）
の像

（出所）Nguyễn Thụy Bảo 1985: 3

2　ホーチミン市に設置された
ホー・チ・ミン像とそれを仰ぎ見る
子どもたち

（出所）Nguyễn Hoài 1984: 6

写真8　新聞『文化芸術』誌面に掲載された人物像記念碑



067 ベトナムにおける公式的な戦争の記憶

ル
ゴ
グ
ラ
ー
ド
の
マ
マ
イ
の
丘
に
置
か
れ
た
像
や
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー

ド
に
あ
る
ピ
ス
カ
リ
ョ
フ
墓
地
の
像
の
写
真
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
記
事
か
ら
は
、
そ
れ
ら
荘
厳
な
像
を
建
設
し
う
る
ソ
連
文
化
の
先

進
性
を
視
覚
的
に
訴
え
、
そ
の
文
化
を
模
範
と
す
る
意
識
を
涵
養
し

よ
う
と
す
る
工
夫
が
読
み
取
れ
る
（N

guyễn Trân 1985

）。
別
の
記

事
で
は
、
そ
う
し
た
「
新
し
い
文
化
」
の
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
導
入
を
示

す
大
き
な
事
例
と
し
て
、
ハ
ノ
イ
市
で
レ
ー
ニ
ン
像
の
設
置
が
進
め

ら
れ
、
八
五
年
に
落
成
式
が
執
り
行
わ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

そ
の
像
の
設
置
は
、
ベ
ト
ナ
ム
と
ソ
連
と
の
友
好
関
係
を
示
す
一
大

行
事
と
し
て
、
ソ
連
の
技
術
者
に
よ
る
支
援
の
も
と
実
現
さ
れ
、
人

物
像
や
台
座
に
使
用
さ
れ
た
素
材
は
非
常
に
良
質
の
も
の
で
あ
っ
た

（H
ài N

hân 1985

）。

こ
う
し
た
記
念
碑
文
化
の
導

入
は
、
さ
ら
に
、
抗
米
抗
戦
後

の
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
都
市
再

開
発
や
国
土
再
開
発
を
ソ
連
と

東
欧
諸
国
の
建
築
家
や
都
市
計

画
家
が
支
援
し
た
事
情
に
も
由

来
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ハ

ノ
イ
市
に
お
け
る
レ
ー
ニ
ン
像

や
ハ
ノ
イ
攻
防
戦
を
記
念
す
る

像
の
落
成
と
同
時
期
の
八
五
年

に
、
ソ
連
の
専
門
家
の
支
援
の

も
と
、
労
働
文
化
宮
殿
が
建
設

さ
れ
て
い
る
（Thanh Thủy 

1985

）。
こ
の
宮
殿
は
、
今
日

の
ベ
ト
ナ
ム
で
は
旧
時
代
の
無

粋
な
建
築
の
代
表
と
認
識
さ
れ

る
場
合
が
多
い
が
、
そ
れ
は
当

時
、
最
新
の
技
術
が
投
入
さ
れ

た
、
ベ
ト
ナ
ム
随
一
の
総
合
娯

楽
施
設
と
し
て
ハ
ノ
イ
の
都
市

空
間
に
登
場
し
た
。
そ
こ
に

は
、
一
二
七
〇
人
が
座
れ
る
座

席
を
備
え
た
歌
劇
場
や
三
七
五

写真9　抗仏抗戦期のハノイ攻防戦を記念
する人物像（2010年）

写真10　落成当時の労働文化宮殿　（出所）Thanh Thủy 1985: 2
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人
分
の
座
席
を
備
え
た
映
画
上
映
室
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
他

に
も
、
露
英
仏
独
の
四
カ
国
語
に
対
応
し
た
同
時
通
訳
ブ
ー
ス
、
亜

熱
帯
の
ハ
ノ
イ
に
あ
っ
て
気
温
を
二
〇
度
前
後
に
保
つ
空
調
設
備
、

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
自
動
で
作
動
す
る
火
災
予
防
装
置
、
等
を
備
え

て
い
た
（
写
真
10
）。
ハ
ノ
イ
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
文
化
施
設

の
建
設
と
記
念
碑
の
建
設
が
、
抗
米
抗
戦
か
ら
の
戦
後
復
興
が
目
指

さ
れ
る
な
か
で
、
ソ
連
式
の
都
市
空
間
構
想
の
も
と
相
互
に
結
び
つ

け
て
推
進
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る＊

４

。
な
お
、
米
中
接
近
や
中
越
国
境

紛
争
等
が
起
こ
っ
た
後
の
八
〇
年
代
に
、
そ
う
し
た
都
市
再
開
発
、

国
土
再
開
発
、
記
念
碑
文
化
導
入
の
文
脈
で
、
ベ
ト
ナ
ム
と
中
国
と

の
あ
い
だ
の
「
友
好
的
な
」
文
化
的
影
響
関
係
を
想
像
す
る
の
は
困

難
だ
ろ
う
。

２
人
物
像
記
念
碑
と
暗
い
一
九
八
〇
年
代
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
―
―
二
〇
〇
〇
年
代
を
中
心
に

戦
後
復
興
と
と
も
に
建
設
が
推
進
さ
れ
た
人
物
像
記
念
碑
は
、
し

か
し
、
烈
士
追
悼
碑
と
は
対
照
的
に
、
人
び
と
に
馴
染
み
の
も
の
と

は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
抗
米
抗
戦
後
の
戦

後
復
興
は
、
計
画
経
済
の
破
綻
と
と
も
に
頓
挫
し
、
そ
れ
が
八
六
年

の
市
場
開
放
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ
て
の
模
範

と
さ
れ
た
ソ
連
は
九
一
年
に
崩
壊
し
た
。
そ
の
後
現
在
に
い
た
る
ま

で
の
あ
い
だ
に
、
人
物
像
記
念
碑
は
、
暗
い
八
〇
年
代
の
歴
史
の
象

徴
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
、
人
び
と
の
否
定
的
な
感
情
を
惹
起
す
る

公
共
建
造
物
に
な
っ
た
観
が
あ
る
。
ま
た
、
人
物
像
記
念
碑
の
も
つ

社
会
的
役
割
が
烈
士
追
悼
碑
と
異
な
り
、
実
際
に
生
き
、
そ
し
て
死

し
た
身
近
な
者
た
ち
の
追
悼
と
い
う
意
味
が
弱
い
こ
と
も
、
そ
の
不

人
気
の
原
因
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

た
と
え
ば
、
前
節
で
触
れ
た
、
ハ
ノ
イ
攻
防
戦
を
記
念
す
る
八
四

年
設
置
の
人
物
像
に
対
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
る
と
さ
ま
ざ
ま

な
批
判
が
表
明
さ
れ
た
。「
剣
も
つ
女
は
ま
る
で
掃
き
掃
除
。
敵
討

つ
男
は
く
つ
ろ
い
で
一
休
み
」
と
い
う
、
デ
ザ
イ
ン
の
粗
雑
さ
を
揶

揄
す
る
批
判
に
加
え
、
真
ん
中
の
男
性
の
刺
突
爆
雷＊

５

の
掲
げ
方
は
自

爆
の
危
険
性
が
高
く
、
現
実
的
に
あ
り
え
な
か
っ
た
、
ま
た
、
台
座

に
記
さ
れ
た
言
葉
は
抗
仏
抗
戦
期
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
、
と
い

う
史
実
に
照
ら
し
た
批
判
、
等
が
あ
っ
た
（X

ây m
ới Tượng đài 

‘Q
uyết tử...’ 2003 ; Đ

ỗ D
iễm

 H
uyền 2003

）。
こ
う
し
た
批
判
は
、

ハ
ノ
イ
攻
防
戦
に
関
す
る
新
た
な
人
物
像
記
念
碑
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
動
き
の
な
か
で
現
れ
た
も
の
で
あ
り
、
八
四
年
の
像
は
撤
去
し

て
し
ま
い
博
物
館
等
に
収
納
す
る
の
が
よ
い
、
と
い
う
議
論
も
生
ま

れ
た
。
し
か
し
、
や
が
て
状
況
は
、
興
味
深
い
方
向
に
変
化
し
た
。

八
四
年
の
人
物
像
設
置
に
あ
た
り
、
本
来
は
優
れ
た
内
容
だ
っ
た
設

計
者
キ
ム
・
ザ
オ
の
原
案
デ
ザ
イ
ン
が
大
き
く
改
変
さ
れ
、
結
果
的

に
粗
雑
な
像
が
完
成
し
た
と
い
う
、
当
時
の
事
情
が
明
る
み
に
な
っ

た
の
で
あ
る
（D

ương Trung Q
uốc 2003

、
写
真
11
）。
そ
し
て
、
原

案
の
デ
ザ
イ
ン
で
表
現
さ
れ
て
い
た
人
物
の
躍
動
感
が
失
わ
れ
た
こ
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と
や
、
そ
も
そ
も
男
女
二
人
の
人
物
構
成
案
だ
っ
た
の
が
、
労
働
者

と
兵
士
、
女
性
と
い
う
、
紋
切
り
型
の
社
会
主
義
的
人
物
構
成
に
変

え
ら
れ
た
こ
と
、
等
が
批
判
的
に
論
じ
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
状
況
変

化
の
な
か
、
ハ
ノ
イ
の
人
物
像
に
対
す
る
批
判
は
、
像
の
姿
形
に
対

す
る
不
満
と
い
う
意
味
を
超
え
て
、
八
〇
年
代
の
文
化
行
政
の
酷
さ

や
拙
さ
と
い
っ
た
、
暗
い
時
代
の
負
の
イ
メ
ー
ジ
に
対
す
る
批
判
と

し
て
の
意
味
合
い
を
帯
び
て
い
っ
た＊

６

。

し
か
し
、
人
び
と
の
否
定
的
な
感
情
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

人
物
像
記
念
碑
の
建
設
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
加
速
し
て
い

る
。
そ
れ
を
と
く
に
速
め
た
も
の
の
一
つ
と
し
て
指
摘
で
き
る
の

が
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
に
文
化
通
信
省
か
ら
公
示
さ
れ
た
公
文
第

３
７
６
７
／
Ｖ
Ｈ
Ｔ
Ｔ
―
Ｍ
Ｔ
Ｎ
Ａ
号
で
あ
る
。
こ
の
公
文
に
お
い

て
は
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
あ
い
だ
に
地
方
各
地
で
人
物
像
記
念
碑

を
設
置
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
（B

ộ V
ăn hóa-Thông tin Y

êu 

写真11　抗仏抗戦期のハノイ攻防
戦を記念する人物像のデザイン原
案（ミニチュア像）

（出所）Dương Trung Quốc 2003: 38

写真12　クアンチ省に設置された人物像
（時代ごとの連絡兵の形象）（2007年）

写真13　かつて南北ベトナムを分かったクアンチ省
ベンハイ川の南側に設置された人物像（北ベトナム
に渡った夫を待つ妻と子の形象）（2007年）
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cầu... 2004

）。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
公
式
的
な
文
化
政
策
に
従
う
か

た
ち
で
、
以
前
に
人
物
像
記
念
碑
文
化
を
担
っ
た
経
歴
を
も
つ
芸
術

家
や
建
築
家
が
近
年
あ
ら
た
め
て
動
員
さ
れ
、
八
〇
年
代
を
想
起
さ

せ
る
意
匠
の
像
が
新
設
さ
れ
て
い
る
（
写
真
12
・
13
）。
た
と
え
ば
、

六
〇
年
代
初
頭
に
キ
エ
フ
美
術
大
学
で
彫
刻
を
学
ん
だ
経
歴
を
も
つ

彫
刻
家
レ
ー
・
デ
ィ
ン
・
ク
イ
ー
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
ク
ア
ン
チ

省
ベ
ン
ハ
イ
川
に
設
置
さ
れ
た
写
真
13
の
人
物
像
の
設
計
を
担
当
し

た＊
７

（Trương Thảo 2011 ; C
ảnh Linh 2013

）。
人
物
像
増
設
と
い
う

近
年
に
お
け
る
文
化
行
政
の
動
向
に
つ
い
て
、
研
究
者
の
な
か
に

は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
が
あ
る
と
指
摘
す
る
者
も
い

る
。
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
、
貧
富
の
格
差
が
拡
大
し
、
高
所

得
者
で
な
け
れ
ば
住
め
な
い
洒
落
た
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
数
多
く
建

設
さ
れ
る
一
方
で
、
か
つ
て
東
側
社
会
主
義
諸
国
か
ら
の
支
援
で
建

設
さ
れ
、
労
働
者
や
退
役
軍
人
等
を
等
し
並
み
に
住
ま
わ
せ
た
集
合

住
宅
は
、
古
め
か
し
く
使
い
勝
手
の
悪
い
も
の
と
し
て
取
り
壊
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、「
東
側
文
化
」
の
同
じ
よ
う
な
「
古
め
か
し

さ
」
を
感
じ
さ
せ
る
は
ず
の
人
物
像
記
念
碑
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
下
で
国
民
の
共
同
性
を
訴
え
る
必
要
性
か
ら
、
ま
す
ま
す
増

え
て
い
る
と
い
う
（Schw

enkel 2012

）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
八
〇
年
代
的
な
人
物
像

記
念
碑
文
化
が
ベ
ト
ナ
ム
で
再
導
入
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
八
〇

年
代
と
二
〇
〇
〇
年
代
の
文
化
行
政
に
は
違
い
が
見
て
取
れ
る
。
そ

の
違
い
は
、
人
物
像
記
念
碑
を
眺
め
る
主
体
の
想
定
が
異
な
る
点
に

あ
る
。
八
〇
年
代
に
は
、
像
が
設
置
さ
れ
る
地
域
の
住
民
が
、
そ
れ

を
眺
め
、
記
憶
を
継
承
す
る
主
体
と
想
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
る
と
、
地
域
住
民
の
他
に
、
戦

争
に
関
す
る
史
跡
等
を
訪
れ
る
国
内
観
光
客
も
含
む
も
の
と
し
て
、

そ
の
主
体
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（Logan 2006

）。
も
ち

ろ
ん
、
人
び
と
の
不
満
は
根
強
く
、
人
物
像
記
念
碑
の
設
置
は
公
金

の
無
駄
遣
い
で
あ
り
、
そ
の
設
置
よ
り
は
地
域
経
済
の
成
長
に
お
金

を
使
う
べ
き
、
と
い
う
意
見
が
繰
り
返
し
示
さ
れ
て
い
る
（Lý 

Trực D
ũng 2006 ; Logan 2006

）。
そ
う
し
た
批
判
を
伴
い
つ
つ
も
、

現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
の
景
観
は
、
人
物
像
記
念
碑
の
増
設
と
そ
れ
ら
を

眺
望
す
る
主
体
の
変
化
と
と
も
に
、
変
容
し
続
け
て
い
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
公
式
的
な
記
憶
の
構
築
を
、
一

九
五
〇
年
代
初
頭
か
ら
の
烈
士
追
悼
碑
の
建
造
、
五
〇
年
代
末
か
ら

の
博
物
館
展
示
と
鑑
賞
の
実
践
、
八
〇
年
代
を
中
心
と
し
た
人
物
像

記
念
碑
の
設
置
と
二
〇
〇
〇
年
代
に
お
け
る
そ
の
再
推
進
と
、
時
系

列
に
そ
っ
て
検
証
し
て
き
た
。
一
般
的
に
言
っ
て
、
国
民
国
家
で
公

式
的
に
構
築
さ
れ
る
記
憶
は
「
上
か
ら
」
の
押
し
つ
け
と
し
て
の
側

面
が
強
く
、「
下
か
ら
」
形
成
さ
れ
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
記
憶
と

対
抗
関
係
に
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
理
解
は
基
本
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的
に
正
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
戦
争
の
記
憶
に
お
け
る
「
上
」
と

「
下
」
の
関
係
が
す
べ
て
水
と
油
の
関
係
で
あ
る
と
ま
で
断
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
た
し
か
に
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
人
物

像
記
念
碑
に
対
す
る
人
び
と
の
不
満
か
ら
は
、「
上
か
ら
」
の
記
憶

に
対
す
る
「
下
か
ら
」
の
抵
抗
感
と
拒
絶
が
読
み
取
れ
る
。
し
か

し
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
烈
士
追
悼
碑
の
広
が
り
は
、
実
際
に
生
き

た
者
の
死
を
悼
む
と
い
う
行
為
の
、
一
般
の
人
び
と
に
と
っ
て
の
意

味
の
重
さ
ゆ
え
に
現
実
化
さ
れ
え
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
博
物
館
展

示
と
鑑
賞
の
実
践
は
、
そ
の
実
践
の
な
か
で
導
入
さ
れ
た
意
識
共
有

の
方
法
を
流
用
し
て
、
人
び
と
が
自
分
た
ち
な
り
の
共
同
性
を
作
り

出
す
き
っ
か
け
を
生
み
も
し
た
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
は
、

む
し
ろ
、「
上
か
ら
」
作
ら
れ
る
公
式
的
な
記
憶
の
形
態
が
「
下
か

ら
」
の
記
憶
を
包
摂
し
た
り
、
そ
の
記
憶
の
形
成
を
促
し
た
り
す
る

関
係
、
つ
ま
り
「
上
」
と
「
下
」
の
補
完
性
が
浮
か
び
上
が
る
。
そ

し
て
重
要
な
の
は
、「
上
」
と
「
下
」
の
対
抗
関
係
や
補
完
性
の
如

何
を
理
解
す
る
前
提
と
し
て
、「
上
か
ら
」
形
成
さ
れ
る
公
式
的
な

記
憶
の
形
態
を
、
具
体
的
な
歴
史
の
文
脈
の
な
か
に
位
置
づ
け
直
す

作
業
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ベ
ト
ナ
ム
を
事
例
に
そ
の
作
業
を
進
め
る

場
合
に
は
、
他
の
社
会
主
義
諸
国
と
の
文
化
的
関
係
が
、
い
つ
ど
の

よ
う
に
構
築
さ
れ
、
切
断
さ
れ
、
再
構
築
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
の
考

察
が
不
可
欠
と
な
る
。

も
っ
と
も
、
本
稿
で
は
、
戦
争
の
記
憶
に
お
け
る
「
上
」
と

「
下
」
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
各
種
各
様
の
記
憶
の
形
態
が
公
式
的

に
採
用
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
の
他
の
社
会
主
義
諸
国
か
ら
の
影
響
に

つ
い
て
も
、
あ
く
ま
で
示
唆
的
、
試
論
的
な
考
察
を
示
す
に
留
ま

り
、
実
証
的
な
検
証
を
十
分
に
展
開
し
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う

し
た
検
証
を
、
具
体
的
な
事
例
に
即
し
て
綿
密
に
進
め
る
こ
と
が
、

今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

◉
注

＊	

１	

な
お
、
マ
イ
ジ
ッ
ク
烈
士
墓
地
の
碑
の
現
在
の
姿
が
一
九
五
〇
年

代
当
時
と
ま
っ
た
く
同
じ
と
考
え
る
の
は
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
。
塗
り

直
し
等
の
修
復
措
置
が
、
五
〇
年
代
に
設
置
さ
れ
て
以
降
に
幾
度
か
施

さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
点
を

差
し
引
い
て
も
、
マ
イ
ジ
ッ
ク
の
碑
が
、
現
存
す
る
追
悼
碑
の
な
か

で
、
社
会
主
義
政
権
最
初
期
の
様
式
を
現
在
に
最
も
伝
え
る
も
の
で
あ

る
と
考
え
る
の
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

＊	

２	

グ
エ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ニ
ン
は
一
九
〇
八
年
に
ラ
ン
ソ
ン
で
生
ま

れ
、
二
六
年
か
ら
三
二
年
に
か
け
て
、
ハ
ノ
イ
の
イ
ン
ド
シ
ナ
美
術
高

等
学
校
建
築
科
で
学
ん
だ
。
三
九
年
に
は
フ
エ
で
バ
オ
・
ダ
イ
帝
の
休

息
用
別
邸
を
設
計
し
て
い
る
。
抗
仏
抗
戦
に
参
加
し
た
後
に
は
、
バ
ー

デ
ィ
ン
広
場
の
烈
士
追
悼
碑
を
設
計
す
る
ほ
か
、
首
相
府
内
の
ホ
ー
・

チ
・
ミ
ン
執
務
室
の
設
計
を
手
掛
け
た
（N

guyễn D
uy C

hiến 2005

）。

＊	
３	
た
だ
し
、
一
九
八
〇
年
代
以
前
の
社
会
主
義
政
権
が
、
人
物
像
記

念
碑
を
ま
っ
た
く
建
設
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
ハ
ノ

イ
に
現
存
す
る
、
革
命
に
殉
じ
た
少
年
リ
ー
・
ト
ゥ
・
チ
ョ
ン
（
一
九
一

四
～
三
一
）
の
立
像
や
、
六
四
年
に
南
ベ
ト
ナ
ム
で
マ
ク
ナ
マ
ラ
米
国
防

長
官
襲
撃
を
試
み
、
処
刑
さ
れ
た
グ
エ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
チ
ョ
イ
（
一
九
四
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〇
～
六
四
）
の
胸
像
は
、
い
ず
れ
も
六
〇
年
代
後
半
に
設
置
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
両
者
は
人
物
が
南
を
向
く
か
た
ち
で
据
え
ら
れ
て
お
り
、
南
北

統
一
の
た
め
の
戦
意
高
揚
と
い
う
意
味
を
も
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ハ
ノ
イ

以
外
で
も
、
た
と
え
ば
タ
イ
ン
ホ
ア
省
に
六
七
年
設
置
の
人
物
像
記
念
碑

が
あ
る
（Schw

enkel 2009: 219, note 11

）。
こ
れ
は
、
六
五
年
に
ナ
ム

ガ
ン
の
民
兵
が
米
空
軍
機
四
七
機
を
撃
ち
落
し
た
出
来
事
を
記
念
し
て
設

置
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
像
の
設
計
者
と
し
て
は
、
ソ
連
留
学
経
験
者
等
が

抜
擢
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ソ
連
留
学
経
験
者
は
、
親
ソ
派
を
「
修
正
主

義
」
と
し
て
排
除
す
る
六
〇
年
代
の
政
治
動
向
の
な
か
、
文
化
行
政
の
要

職
に
つ
け
ず
、
ソ
連
で
学
ん
だ
技
術
を
発
揮
す
る
機
会
を
、
あ
ま
り
得
ら

れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（Logan 2000: 197

）。

＊	

４	

抗
米
戦
争
後
の
ハ
ノ
イ
市
の
都
市
再
開
発
と
、
そ
れ
に
関
わ
っ
た

ソ
連
の
建
築
家
や
都
市
計
画
家
に
つ
い
て
は
、Logan

（2000

）
の
第

二
章
「
紅
河
の
赤
い
都
市
―
―
ハ
ノ
イ
の
社
会
主
義
的
相
貌
を
創
り
出

す
」
を
参
照
。
ま
た
、
シ
ュ
ワ
ン
ケ
ル
は
、
ベ
ト
ナ
ム
中
部
の
都
市

ヴ
ィ
ン
の
再
開
発
に
対
す
る
東
ド
イ
ツ
都
市
計
画
家
の
支
援
を
論
じ
て

い
る
（Schw

enkel 2012

）。
シ
ュ
ワ
ン
ケ
ル
に
よ
る
と
、
各
社
会
主
義

諸
国
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
都
市
や
地
域
の
再
開
発
を
担
い
、
ソ
連
が
ハ

ノ
イ
を
、
東
ド
イ
ツ
が
ヴ
ィ
ン
を
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
ハ
イ
フ
ォ
ン
を
、

ブ
ル
ガ
リ
ア
と
ル
ー
マ
ニ
ア
が
タ
イ
ビ
ン
省
と
タ
イ
ン
ホ
ア
省
を
担
当

し
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
支
援
を
受
け
る
代
わ
り
に
、
ベ
ト
ナ
ム
は
東
側

各
国
に
労
働
力
を
輸
出
し
た
。

＊	

５	

刺
突
爆
雷
と
は
、
日
本
軍
か
ら
伝
わ
っ
た
対
戦
車
用
の
武
器
で
、

こ
れ
を
掲
げ
る
兵
士
は
戦
車
に
接
近
し
て
先
端
に
取
り
付
け
た
弾
頭
を

ぶ
つ
け
て
爆
発
さ
せ
る
。
こ
の
刺
突
爆
雷
は
、
四
六
年
か
ら
四
七
年
に

か
け
て
の
ハ
ノ
イ
攻
防
戦
を
象
徴
す
る
武
器
と
し
て
、
絵
画
や
彫
刻
で

描
写
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

＊	

６	

そ
の
後
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
に
、
ハ
ノ
イ
攻
防
戦
を
記
念
す
る

新
し
い
人
物
像
が
旧
市
街
北
方
の
ハ
ン
ダ
ウ
公
園
に
設
置
さ
れ
た
。
一

方
、
八
四
年
の
像
は
、
博
物
館
に
収
め
る
べ
き
と
い
う
意
見
が
繰
り
返

さ
れ
つ
つ
も
元
の
ま
ま
残
さ
れ
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

＊	

７	

レ
ー
・
デ
ィ
ン
・
ク
イ
ー
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
数
多

く
の
人
物
像
記
念
碑
の
設
計
を
手
が
け
て
き
た
人
物
で
あ
る
が
、
そ
の

経
歴
が
興
味
深
い
。
彼
は
、
六
〇
年
代
前
半
に
キ
エ
フ
美
術
大
学
で
学

ん
だ
が
、
数
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
、
ソ
連
に
留
学
し
た
他
の
ベ
ト
ナ

ム
人
学
生
た
ち
と
同
様
に
、
本
国
に
帰
国
さ
せ
ら
れ
た
。
彼
は
帰
国
後

に
ベ
ト
ナ
ム
美
術
学
校
を
卒
業
し
た
が
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
は
彫
刻
作

品
を
発
表
す
る
機
会
を
得
な
か
っ
た
（C

ảnh Linh 2013

）。
こ
う
し
た

経
緯
は
、
お
そ
ら
く
、「
修
正
主
義
」
を
め
ぐ
る
当
時
の
越
ソ
間
の
緊

張
と
関
連
し
て
い
る
（
前
注
３
参
照
）。
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